
新旧対比表（カードローン取引規定） 
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現   行 改 定 後 備  考 

【カードローン取引規定（約定弁済付当座貸越契約）】 

第 2条（取引の方法） 

1．本取引は、カードおよび現金自動支払機（現金自動預払機を含む。以下

「支払機」という）を使用する当座貸越とします。 

2．前項に定めるほか、銀行本支店においては、支払機の使用に替え、銀行

所定の払戻請求書を提出することにより、支払いを受けることもできるもの

とします。ただし公務員カードローンは、通帳不発行のため、通帳による支

払取引はできません。 

3．本取引では、小切手、手形の振出しあるいは引受け、または、公共料金

等の自動支払は行いません。 

4．カードおよび支払機の取扱いについては、銀行所定の「あわぎんローン

カード規定」によるものとします。  

 

 

 

第 2条（取引の方法） 

1～4．同 左 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．前項にかかわらず銀行が認めた場合に限り、借主は銀行の所定の手続き

をしたうえで、第 1条 3項に記載の借主名義の普通預金（総合口座を含む）

口座に当座貸越の代わり金を入金する方法により、当座貸越の借入ができ

るものとします。この場合、銀行は、当座貸越口座から第 3条に定める契

約極度額の範囲内で当座貸越を行い、借主名義の普通預金（総合口座を含

む）口座に入金するものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5項 新設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


